
RITSUMEIKAN 

日 時： 2017年6月1日（木） 16時30分～18時00分 

 

プログラム： 16時30分 

「次世代型公共図書館サービスとしてのディスカバリー・サービスを考える」 

湯浅 俊彦（立命館大学文学部教授） 

16時50分 

「立命館大学におけるディスカバリー・サービスの導入事例から」 

安東 正玄（同志社大学大学院 総合政策科学研究科） 

17時20分 

「公共図書館向けディスカバリー・サービスのトライアルについて」 

古永 誠（EBSCO Information Services Japan株式会社 営業課長） 

宮田 祥一郎（株式会社図書館流通センター関西支社 営業部次長） 

18時00分 終了予定 

 

会 場： 立命館大阪梅田キャンパス「多目的室」 

         〒530-0018 大阪市北区小松原町2-4 大阪富国生命ビル5階 

         JR 大阪駅 南口より徒歩5分、阪急 梅田駅 2階中央改札口より徒歩5分、 

         阪神 梅田駅 東改札口より徒歩3分、地下鉄御堂筋線 梅田駅 南改札口より徒歩3分 

立命館大学大学院文学研究科「文化情報学専修」公開セミナー 

担当教員：湯浅俊彦  

連絡先：立命館大学大学院文学研究科 〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1 

TEL：075-466-3136（研究室直通） FAX：075-465-8188（文学部事務室） 

テーマ： 「ディスカバリー・サービスが変える公共図書館：いよいよ始まるトライアル」 

  

ディスカバリー・サービスを公共図書館に導入しようとする時代が、ついに到来しようとしています。

すでに大学図書館に導入されているディスカバリー・サービスは、従来のOPAC（オンライン閲覧目

録）と異なり、所蔵する図書・雑誌だけでなく、電子ジャーナル、電子書籍、商用データベース、その他

のさまざまなデジタルアーカイブをまとめて検索することができます。そして、このことによって図書館

の利用者サービスは飛躍的に向上し、図書館での利用者の情報行動が変わりつつあるのです。 

今回の公開セミナーでは日本で初めてEBSCO社のディスカバリー・サービスを導入した立命館大

学図書館の事例を通して新たな利用者サービスを探求すると共に、EBSCOとTRC（図書館流通セン

ター）が2017年6月から開始しようとしている公共図書館向けディスカバリー・サービスのトライアルに

ついてもご紹介します。 

日本で初めての「公共図書館向けディスカバリー・サービス」の公開セミナーにご参加いただき、

次世代型の公共図書館について共に考えたいと思います。 

【主催】立命館大学大学院文学研究科行動文化情報学専攻文化情報学専修  


